
- 中美1 -

平成25年度学習指導要領実施状況調査 教科等別分析と改善点

（中学校 美術）
１．今回の調査結果の特色

（１）調査結果の概要

① ペーパーテスト調査

〈今回の改訂の基本的な考え方に関する事項，各教科等の主な改善事項の実現状況，課題等〉

○ 思考力・判断力・表現力等の育成

［発想や構想の能力］

・ 対象の形の特徴を捉えて表したいものと結び付けて絵を構想したり，形や配置

を工夫して一体感のあるデザインを構想したりすることについては，相当数の生

徒ができていると考えられる。

・ 色彩の性質や，それらがもたらす感情の効果を生かして絵やデザインを構想す

ることについては，相当数の生徒ができていると考えられる。

・ 動きや変化などの時間の経過に伴った形の特徴などを捉えて絵を構想すること

については，課題があると考えられる。

・ 「大切にする」などの形が実在しない概念などのイメージを捉えてデザインを

構想することについては，一部課題があると考えられる。

・ 伝えたいイメージを基に，形の単純化や特徴の強調などを部分的に行うことは,

相当数の生徒ができていると考えられる。一方，伝えたいイメージなどを基に，

形の単純化や特徴の強調，文字の形や配置などを総合的に生かして構成を考え，

一体感のあるデザインを構想することについては，課題があると考えられる。

［鑑賞の能力］

・ 具象性の高いものなど，視覚的に捉えやすいものから特徴や表現の効果を捉え

ることについては，相当数の生徒ができていると考えられる。

・ 感覚的に形や色彩の特徴や感情の効果，対象のイメージなどを捉えることにつ

いては，相当数の生徒ができていると考えられる。

・ 距離感などのイメージや抽象的なものなど，視覚的に捉えにくいものを，造形

的な視点をもって捉えることには，課題があると考えられる。

・ 形や色彩の特徴などを基に，分析的に対象のイメージを捉えることや，それら

を，根拠を明らかにして説明することについては，課題があると考えられる。

・ 美術文化についての理解に関して課題があると考えられる。

〈今回の改訂で新設した事項の実現状況，課題等〉

○ 〔共通事項〕

・ 形や色彩の性質や，それらがもたらす感情の理解，形や色彩の特徴などを基に，

イメージを捉えることについては，感覚的に捉えやすい内容に関して，相当数の

生徒ができていると考えられる。

・ 一方，概念や動きなど，造形的な視点をもって考えなければ捉えにくい内容に

関しては，課題があると考えられる。

・ 〔共通事項〕に示されている形や色彩などの性質やそれらがもたらす感情などの

視点をもって発想や構想をしたり鑑賞をしたりすることに課題があると考えられる。

○ 美術文化についての理解

・ 日本の美術作品の表現の特質，多様な表現方法などの理解について課題がある

と考えられる。

・ 日本と諸外国の美術作品に見られる表現方法等の相違や共通性に関する理解に

ついて課題があると考えられる。

・ 生徒質問紙調査で「美術を学習することで，日本と諸外国との文化の違いや

共通性が分かるようになると思いますか。」及び「美術を学習することで，日本
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の伝統的な美術や文化のよさや美しさが分かるようになると思いますか。」に対

して，肯定的な回答の割合はそれぞれ７割，８割である。それに対して,教師質

問紙調査で「日本と諸外国の美術や文化との相違と共通性に気付くこと」及び「日

本の美術や伝統と文化に関して理解すること」に対して，「生徒が身に付けやす

い」という回答の割合はそれぞれ５割，６割である。

〈従来より課題と指摘される事項や，経年比較等の観点から把握・分析が必要な事項等

の実現状況，課題等〉

○ 生活の中の美術の働きについての理解

・ 自然に見られる具体的な形や色彩を生かした表現の効果を捉えることについて

は，相当数の生徒ができていると考えられる。

・ 自然や身近な環境に見られる様々な形や色彩の造形的な特徴を捉えることにつ

いては，課題があると考えられる。

・ 季節のイメージなど抽象性の高い表現を捉えることについては，課題があると考えられる。

② 質問紙調査

○ 生徒質問紙調査

・ 「美術の学習が好きだ」に対して，肯定的な回答の割合は70.9％，否定的な回

答の割合は25.2％である。

・ 「美術の学習をすれば，ふだんの生活や社会に出て役立つ」に対して，肯定的

な回答の割合は39.8％であり，「美術の学習が好きだ」に対しての肯定的な回答

の割合より30ポイント以上低い。

・ 〔共通事項〕と関連する質問において，８割以上の生徒が，美術を学習するこ

とにより「形や色彩などの性質や感情の効果を理解できるようになる」，「イメ

ージをとらえる力が付く」と回答している。

・ 作品を描くときに考えることや工夫することに関連する質問の中で，肯定的な

回答の割合が一番低いものは，「他の人のことを考えてどのようなデザインにす

るかいろいろ考えること」である。（64.9％）

○ 教師質問紙調査

・ 表現の授業と鑑賞の授業におけるそれぞれの指導について工夫したことに関す

る質問において，肯定的な回答の割合は，全ての質問で，表現の授業における指

導の工夫より，鑑賞の授業における指導の工夫の方が低い。

・ 表現や鑑賞の授業における指導の工夫について関連する質問の中で，肯定的な

回答の割合が一番低いものは，「表現や鑑賞の授業において，生徒が生活の中の美術

の働きについての理解が深められるような指導の工夫をしていますか。」である。

○ 生徒質問紙調査と教師質問紙調査との関係

・ 生徒質問紙調査での，美術の学習の内容における肯定的な回答の割合と，教

師質問紙調査での，指導の工夫における肯定的な回答の割合を比較すると，鑑賞

の活動において自分なりの見方や考えをもつことや表現意図に応じた表現方法の

工夫，鑑賞の学習における〔共通事項〕に対する意識，美術文化の理解に関する

内容及び表現と鑑賞の相互の関連付けについて，教師質問紙調査より，生徒質問

紙調査の方が肯定的な回答の割合が低い。

○ 生徒質問紙調査とペーパーテスト調査との関係

・ 生徒質問紙調査において，新設した〔共通事項〕に関連する「美術を学習する

ことで，形や色彩などの性質や感情の効果（色のもつあたたかさなど）を理解で

きるようになると思いますか。」に対して，肯定的な回答をしている生徒は，否

定的な回答をしている生徒と比べて，発想や構想の能力を調査する調査Ａ，鑑賞

の能力を調査する調査Ｂの平均正答率が，それぞれ10ポイント以上高かった。
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（２）ペーパーテスト調査結果の主な特色

今回の中学校学習指導要領実施状況調査の美術科の調査の実施に当たっては，過去に国立

教育政策研究所において，音楽，美術等の学習に対する生徒の意識や，教師の指導の実態等

について，質問紙（アンケート）による調査を実施した，「音楽等質問紙調査」（平成16年度）

や「特定の課題に関する調査」（平成21年度）の調査内容，結果等も踏まえ，ペーパーテス

ト調査や実技調査などの実施可能な調査方法等による条件や，本調査における重点調査項目

の考え方に基づき，発想や構想の能力，鑑賞の能力の実現状況を調査している。

調査対象である，発想や構想の能力及び鑑賞の能力は，中学校美術科において「美術の基

礎的な能力」として位置付けられており，発想や構想の能力は，思考力・判断力・表現力等

であり，鑑賞の能力は，基礎的・基本的な知識，思考力・判断力・表現力等を含むものであ

るため，今回の全ての調査問題は，Ⅱ型（基礎的・基本的な知識・技能を活用した思考力・

判断力・表現力等を主として問う問題）として位置付けて作成し，分析を行っている。

① 今回の改訂の基本的な考え方に関する事項，各教科等の主な改善事項の実現状況，課題等

ア 思考力・判断力・表現力等の育成

（ア） 発想や構想の能力

○ 該当する７問のうち，相当数の生徒ができていると考えられるものが４問，課

題があると考えられるものが１問である。

○ 発想や構想の能力について，［３Ａ１］，［３Ａ２］を行っている。各問題の概

要は次のとおりである。

＜表１ 問題［３Ａ１］，［３Ａ２］の概要＞

問題番号 問題の概要

以下の条件を踏まえて，靴などの履物の形の特徴などから，新しい生き物を形や

色彩の効果を考えて構想する問題。

３Ａ１ ＜条件①＞「くつなどの履 物の形の特徴」を，生き物の形に生かすこと。
はきもの

＜条件②＞「明るく元気な感じ」を色でイメージが伝わるように表現すること。

＜条件③＞「走っている様子」を強調して描くこと。

以下の条件を踏まえて，自然を大切にすることを呼び掛けるマークを，伝えたい

内容や描き方を考えて構想する問題。

＜条件①＞図の内容が理解しやすく，見る人に誤解なく伝わるように描くこと。

３Ａ２ ＜条件②＞色鉛筆の色は３色以内で，色でイメージが伝わるように着色すること。

＜条件③＞直線や滑らかな曲線で描き，伝えたいイメージを単純化すること。
なめ

＜条件④＞「自然を大切に」の文字を入れ，形や配置を工夫し，マークの一部と

して一体化するように描くこと。

○ ［３Ａ１］は，中学校学習指導要領美術「Ａ表現(1)イ（第２，３学年）」に

おける主題などを基にした表現の構想や，「〔共通事項〕(1)ア（第２，３学年）」

における「形や色彩，材料，光などの性質や，それらがもたらす感情を理解する

こと。」及び「〔共通事項〕(1)イ（第２，３学年）」における「形や色彩の特徴

などを基に，対象のイメージをとらえること。」のそれぞれの指導事項（以下「〔共

通事項〕」という。）と関連する問題である。

○ ［３Ａ１］においては，与えられた主題や条件を基に，形や色彩などの効果を

考え，創造的な構成を工夫する表現の構想を練る能力に関する調査を行っている。

○ 靴などの履物の形の特徴を生かして構想する問題［３Ａ１条件①］の通過率は

90.1％であり，相当数の生徒ができていると考えられる。そのうち，解答類型１

「靴などの履物の形や靴ひもなどの特徴が，生き物の形に効果的に生かされてい

るもの」の反応率は42.0％であり，靴などの履物の形の特徴と生き物の形の特徴

を結び付け，単純化や省略，強調などを考えて効果的に生かして構想している。

解答類型２の44.7％の生徒は，靴などの履物の特徴は生かしているものの効果的

に生かしているとまでは言えない。
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＜表２ ［３Ａ１条件①］の正答及び準正答の反応率の内訳＞

［３Ａ１条件①］の正答及び準正答の反応率の内訳 反応率（％）

解答類型１
靴などの履物の形や靴ひもなどの特徴が，生き物の形に効果的

◎42.0
に生かされているもの

解答類型２
靴などの履物の形や靴ひもなどの特徴が，生き物の形に生かさ

◎44.7
れているもの

靴などの履物の形や靴ひもなどの特徴が，生き物の形に生かさ

解答類型３
れていることが描かれた絵からだけでは読み取れないが，工夫

○ 3.5
した点について説明した記述と照合すると，そのことが判断で

きるもの

計 90.1

（◎：正答，○：準正答）

○ 色彩の性質や，それらがもたらす感情の効果を生かして構想する問題［３Ａ１

条件②］の通過率は84.9％であり，相当数の生徒ができていると考えられる。

○ 時間の経過に伴って認識される動きを表現する問題［３Ａ１条件③］の通過率

は，本問の三つの条件の中で最も低く44.7％である。時間の経過に伴って認識さ

れる動きを表現するためには，形の特徴などを基に，表したい動きのイメージを

捉えて構想する必要があり，このことについて課題があると考えられる。

○ ［３Ａ１］において，三つの条件を全て正答した生徒の割合は39.8％である。

○ ［３Ａ２］は，中学校学習指導要領美術「Ａ表現(2)イ（第２，３学年）」に

おける伝達を考えた発想や構想や，〔共通事項〕と関連する問題である。

○ ［３Ａ２］においては，伝えたい内容を形や色彩の性質や，それらがもたらす

感情などの効果を生かし，分かりやすさや美しさなどを考えて表現の構想を練る

能力に関する調査を行っている。

○ 色彩の伝達効果を生かす問題［３Ａ２条件②］の通過率は85.1％，形や配置を

工夫して一体感のある構想をする問題［３Ａ２条件④］の通過率は72.6％であり，

相当数の生徒ができていると考えられる。

○ 図の内容が理解しやすく，見る人に誤解なく伝わるようにする問題［３Ａ２条

件①］の通過率は65.8％であるが，図だけでは自然の大切さが伝わらず，自然の大

切さを表現した点について説明した記述と照合すると自然の大切さが理解できる

解答（解答類型２）の割合が28.3％であることから，「大切にする」などの形が実在

しない概念などのイメージを捉えて構想することに一部課題があると考えられる。

＜表３ ［３Ａ２条件①］の正答及び準正答の反応率の内訳＞

［３Ａ２条件①］の正答及び準正答の反応率の内訳

図の内容

自然物など 自然の大切 反応率

テーマに合 さが誤解な 説明の 判断の基準 （％）

った対象を く伝わる 内容

描いている

解答類型 説明がなくとも図を見るだけで自然

１ ○ ○ － の大切さが誤解なく伝わるように表 ◎37.5

現されていると読み取れるもの

解答類型
図だけでは自然の大切さが伝わらな

２
○ × ○ いが，自然の大切さを表現した点に ○28.3

ついて説明した記述と照合すると自

然の大切さが理解できるもの

計 65.8

（◎：正答，○：準正答）
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○ 直線や滑らかな曲線で描き，伝えたいイメージを単純化する問題［３Ａ２条件

③］の通過率は57.1％である。「直線や滑らかな曲線を使い構想をしている」，「伝

えたいイメージから内容の単純化をしている」，「形を分かりやすく工夫し構想

している」の三つの条件を全て満たしたものを正答としているが，それぞれの条

件の反応率は80.8％，79.5％，77.1％である（表４）。このことから部分的に形

を単純化したり特徴を捉えて構想したりするなど，個別の条件については相当数

の生徒ができていると考えられるが，それらを総合的に考えて構想することに一

部課題があると考えられる。

＜表４ ［３Ａ２条件③］の結果の内訳＞

［３Ａ２条件③］の結果の内訳
反応率

直線や滑らかな曲線 伝えたいイメージの単純化
（％）

内容の単純化 形が分かりやすい

解答類型１ ○ ○ ○ ◎57.1

解答類型２ ○ ○ × 12.7

解答類型３ ○ × ○ 8.3

解答類型４ ○ × × 2.7

解答類型５ × ○ ○ 7.0

解答類型６ × ○ × 2.7

解答類型７ × × ○ 4.7

解答類型８ × × × 2.7

解答類型９ 上記以外の解答 0.4

解答類型０ 無解答 1.7

個別の 直線や滑らかな曲線 内容の単純化 形が分かりやすい

反応率 80.8％ 79.5％ 77.1％

（◎：正答）

○ 伝えたい内容を工夫する条件，［３Ａ２条件①］と［３Ａ２条件②］の両方を

通過した生徒は62.7％であるが，描き方を工夫する条件，［３Ａ２条件③］及び

［３Ａ２条件④］の両方を通過した生徒は45.2％である。このことから，伝えた

いイメージなどを基に，形の単純化や特徴の強調，文字の形や配置などを総合的

に生かして構成を考え，構想することに課題があると考えられる。

（イ） 鑑賞の能力

○ 該当する34問のうち，相当数の生徒ができていると考えられるものが９問（５

％前後の調整をした問題：３Ｂ３(1)花子さん，３Ｂ４(3)Ｂは含まない），課題

があると考えられるものが13問（５％前後の調整をした問題：３Ｂ１(2)次郎さ

ん，３Ｂ２(1)，３Ｂ４(4)花子さんを含む）である。

○ 鑑賞の能力について，［３Ｂ１］，［３Ｂ２］，［３Ｂ３］，［３Ｂ４］を行ってい

る。各問題の概要は以下のとおりである。

＜表５ 鑑賞の能力に関する問題の概要＞

問題番号 問題の概要

３Ｂ１
美術作品の共通する表現の特徴，イメージ，表現の意図と表し方の工夫の関連

について

３Ｂ２ デザインの表現における図柄や配色，構成などの効果について

３Ｂ３
和菓子や生活の中の工芸品などの形や色彩による自然のよさや美しさの生かし

方などについて

３Ｂ４ 日本及び諸外国の美術作品の多様な表現方法の特性，相違と共通性について

○ ［３Ｂ１］は，中学校学習指導要領美術「Ｂ鑑賞(1)ア（第２，３学年）」に
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おける造形的なよさや美しさなどに関する鑑賞や，〔共通事項〕と関連する問題

である。

○ ［３Ｂ１］においては，美術作品の共通する表現の特徴や全体のイメージ，表

現の工夫などに関する調査を行っている。

○ ６枚の絵を鑑賞し，表現の特徴やイメージに着目して，共通する絵を選択する

問題［３Ｂ１(1)］のうち，「色合いを統一して表現している」という特徴と「静

けさを感じる」というイメージに当てはまる絵を選択する問題［３Ｂ１(1)花子

さん］の通過率は81.3％であり，色合いなど色彩の造形的な特徴から表現のイメ

ージを捉えることについては，相当数の生徒ができていると考えられる。「筆の

あとを残して表現している」という特徴と「動きを感じる」というイメージに当

てはまる絵を選択する問題［３Ｂ１(1)太郎さん］の通過率は67.0％であり，色

彩の特徴から静けさのイメージを捉える問題と形の特徴から動きのイメージを捉

える問題の通過率には14.3ポイントの差が見られる。

○ 撮影した写真を基に「構図の工夫」や「背景をぼかす」などの変化を加えた４

枚の写真を鑑賞し，絵から感じた魅力と表現の意図に合った写真及び表し方の工

夫を選択する問題［３Ｂ１(2)］において，「高さ」を強調する工夫として「見

上げる構図」とそれが感じられる「写真」を適切に選択する問題［３Ｂ１(2)太

郎さん］の通過率は71.4％であり，相当数の生徒ができていると考えられる。ま

た，「深さ」を強調する工夫として「見下ろす構図」とそれが感じられる「写真」

を適切に選択する問題［３Ｂ１(2)花子さん］の通過率は59.4％である。しかし，

「距離感」を強調する工夫として「奥をぼかして手前をはっきりさせる」とそれ

が感じられる「写真」を適切に選択する問題［３Ｂ１(2)次郎さん］の通過率は5

4.0％であり，課題があると考えられる。また，「距離感」については，「写真」

は適切に選択できているにもかかわらず，表し方の工夫が適切に選択できていな

い生徒が14.9％である。

○ ［３Ｂ１］より，色彩については，色合いの統一感などの色彩の性質や，青色

から静寂を感じるなどの色彩の感情効果を捉えることについては，相当数の生徒

ができていると考えられる。形については，高さを捉えるといった視覚的に捉え

やすいものについては相当数の生徒ができていると考えられるが，距離感など，

形そのものだけではなく，視点をもって見ることによりイメージとして捉えるも

のについては，課題があると考えられる。

○ ［３Ｂ２］は，中学校学習指導要領美術「Ｂ鑑賞(1)ア（第２，３学年）」に

おける造形的なよさや美しさなどに関する鑑賞や，〔共通事項〕と関連する問題

である。

○ ［３Ｂ２］においては，マークやＴシャツのデザインを基に，図柄や配色，構

成などの伝達効果に関する調査を行っている。

○ バスケットボール部のマークをメモの内容に基づいて変更の前と後で比較し，

改善点を選択する問題［３Ｂ２(1)］において，「バスケットボールのイメージ

を強調するために，マークに立体感が出るように形を工夫する」，「シュートす

るイメージを強調するために，動きが感じられるように工夫する」，「マークが

単調な表現にならないように，もとある形を変えたり，新しく加えたりして工夫

する」に当てはまる三つの改善点を全て適切に選択できた生徒は50.0％であり，

課題があると考えられる。

○ 誤答の中で立体感と形の変化を混同して選択している生徒は16.9％である。立

体感が出るように形を工夫したマークと，元にある形を変えたり，新しく加えた

りしたマークは，共に形の表し方を工夫しているため，誤答した生徒は，形を感

覚的に捉え，分析的な視点から対象を捉えられていないと考えられる。

○ 伝えたい「バスケットボール部のイメージ」と，それに対する「形の工夫」，

「色の工夫」の内容から，適切なＴシャツのデザインを選択する問題［３Ｂ２(2)］
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において，「スピード感のあるチームのイメージ」を，「風が通り過ぎていくよ

うな形を使って表す」，「さわやかな軽い感じの色を使って表す」ことで工夫し

たＴシャツのデザインを適切に選択する問題［３Ｂ２(2)太郎さん］の通過率は9

6.2％，「活発で楽しいチームのイメージ」を，「跳ねているような形の中にアク

セントとなるように違う形をいくつか入れて表す」，「明るめの色を組み合わせ

て表す」ことで工夫したＴシャツのデザインを適切に選択する問題［３Ｂ２(2)

花子さん］の通過率は93.7％であり，相当数の生徒ができていると考えられる。

○ 示されたバスケットボール部のＴシャツのデザインを鑑賞し，バスケットボー

ル部のイメージと，それを基にしたデザインの形と色彩の工夫を記述する問題［３

Ｂ２(3)]の通過率は77.9％であり，相当数の生徒ができていると考えられる。そ

のうち，形と色の両方について根拠を記述したものを正答，形又は色のいずれか

について根拠を記述したものを準正答としており，正答は58.5％，準正答は19.3

％である。なお，［３Ｂ２(3)］の通過率は［３Ｂ２(2)］のそれぞれの通過率と

比べて15ポイント以上，下回っている。

○ ［３Ｂ３］は，中学校学習指導要領美術「Ｂ鑑賞(1)イ（第２，３学年）」に

おける生活を美しく豊かにする美術の働きに関する鑑賞や，〔共通事項〕と関連

する問題である。

○ ［３Ｂ３］においては，和菓子や生活の中の工芸品などを鑑賞し，自然のよさ

や美しさの形や色彩による具体的な生かし方や取り入れられている表現とその効

果やイメージを捉えることに関する調査を行っている。

○ 和菓子の写真を鑑賞し，和菓子に取り入れられている自然の表現のメモから，

該当する和菓子を選択する問題［３Ｂ３(1)太郎さん，花子さん，次郎さん，文

子さん］における通過率はそれぞれ86.3％，73.5％，48.5％，80.8％である。

○ 問題で示している和菓子に取り入れられた自然の表現について，相当数の生徒

ができていると考えられる問題［３Ｂ３(1)太郎さん，文子さん］は具象性の高

いものであるが，課題があると考えられる問題［３Ｂ３(1)次郎さん］はイメー

ジや抽象性の高いものである。

○ 和菓子の写真を鑑賞し，和菓子と表現が共通するメモを選択し，さらに，和菓

子の形や色彩から季節の情景のイメージを捉えて記述する問題［３Ｂ３(2)］に

おいて，表現が共通する適切なメモを選び，妥当性のある季節の情景のイメージ

を記述できた生徒は46.2％であり，課題があると考えられる。

○ 和菓子と情景の写真を２枚ずつ鑑賞し，メモの内容に照らし合わせながら和菓

子と情景の写真を一組選択するとともに，その根拠となったメモを選択する問題

［３Ｂ３(3)］において，イメージが共通する適切なメモを選び，それに該当す

る和菓子と情景の写真を選択した生徒は43.3％であり，課題があると考えられる。

○ 和菓子の形や色彩から季節の情景のイメージを捉えて記述する問題［３Ｂ３

(2)］と，複数の自然のイメージから共通する情景の写真を選ぶ問題［３Ｂ３(3)］

は，和菓子に使われている形や色彩を単に感覚的に捉えるだけでなく，自然や身

近な環境に見られる様々な形や色彩の視点から，対象の形や色彩などの特徴を分

析的に捉えて根拠を明らかにすることが求められる点で共通している。この二つ

の問題から，〔共通事項〕に示されている形や色彩の特徴から分析的に対象を捉

えたり，それらを基に根拠を明らかにして対象を捉えることに課題があると考え

られる。

○ 自然を素材や図柄，形として取り入れた生活の中の工芸品と他の工芸品を比較

し，自然のよさや美しさが具体的に生かされている点を記述する問題［３Ｂ３

(4)］の通過率は，素材という視点で生かされているもの［３Ｂ３(4)ア］につい

ては64.4％，図柄という視点で生かされているもの［３Ｂ３(4)イ］については6

6.4％，形という視点で生かされているもの［３Ｂ３(4)ウ］については69.7％で

ある。
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○ 和菓子と器の写真を鑑賞し，組み合わせた感じについて，季節感や造形的な効

果の視点で書かれたメモの内容から，適切な和菓子と器の組合せを選択する問題

［３Ｂ３(5)］において，適切に和菓子と器を選んだ生徒は，［３Ｂ３(5)太郎さ

ん］が89.5％，［３Ｂ３(5)花子さん］が79.2％であり，相当数の生徒ができて

いると考えられる。

○ ［３Ｂ４］は，中学校学習指導要領美術「Ｂ鑑賞(1)ウ（第２，３学年）」に

おける美術文化に関する鑑賞や，〔共通事項〕と関連する問題である。

○ ［３Ｂ４］においては，日本及び諸外国の美術作品の多様な表現方法や，相違

と共通性などに関する調査を行っている。

○ ［３Ｂ４］は，(1)は日本の美術作品の多様な表現方法の特性などに関するも

の，(2)は日本及び諸外国の美術作品の遠近の表し方の効果に関するもの，(3)は

日本及び諸外国の美術作品の単純化，明暗などの効果に関するもの，(4)は日本

及び諸外国の美術作品の特定の人物などを強調する表現の工夫に関するもの，(5)

は日本の美術作品の余白の効果を生かした表現の工夫に関するもの，の五つの小

問で構成されている。分析の結果については，［３Ｂ４］の14問のうち，課題が

あると考えられるものが８問（57.1％）であり，鑑賞の能力に関する他の問題［３

Ｂ１，２，３］と比較しても多い。（詳細は，「②ア（イ）美術文化についての

理解」参照）

＜表６ 鑑賞の能力に関する調査結果の概要＞ （問）

問題番号 問題数 相当数の生徒ができているもの 課題があると考えられるもの

３Ｂ１ ５ ２ （40.0％） １ （20.0％）

３Ｂ２ ４ ３ （75.0％） １ （25.0％）

３Ｂ３ 11 ４ （36.4％） ３ （27.3％）

３Ｂ４ 14 ０ （ 0.0％） ８ （57.1％）

合計 34 ９ （26.5％） 13 （38.2％）

② 今回の改訂で新設した事項の実現状況，課題等

ア 今回の改訂で新設した事項

（ア）〔共通事項〕

○ 該当する16問のうち，相当数の生徒ができていると考えられるものが９問，課

題があると考えられるものが３問（５％前後の調整をした問題：３Ｂ１(2)次郎

さん，３Ｂ２(1)を含む）である。

○ 今回の改訂では，内容の改善として，表現及び鑑賞の各活動において共通に必

要となる資質や能力である，〔共通事項〕を新設し，形や色彩，材料などの性質

や，それらがもたらす感情を理解したり，対象のイメージを捉えたりするなどの

資質や能力が十分育成されるように改善している。

○ 〔共通事項〕は，表現及び鑑賞の学習の基盤となるものであり，全ての学習活

動において共通に指導する事項であることから本調査の全ての問題に関連するも

のである。しかし，〔共通事項〕は，形や色彩などの造形的な要素に視点を当て，

それらの性質やそれらがもたらす感情の効果などを捉えて考えさせたり，対象の

全体的なイメージを大きく捉えさせたりする内容であることから，今回の調査に

おける実現状況の分析に関しては，特に［３Ａ１］，［３Ａ２］，［３Ｂ１］，［３

Ｂ２］に限って行っている。

○ ［３Ａ１］，［３Ａ２］それぞれの問題について，〔共通事項〕に示された指導

事項の視点に基づいて対象を捉えることができているかという観点から，明確に

捉えることができていると考えられる正答の解答類型の反応率を比較すると表７

及び表８のようになる。大まかな傾向としては，形の特徴や色彩のイメージなど，

感覚的に捉えやすい内容（［３Ａ１条件①］86.7％，［３Ａ１条件②］84.9％，［３
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Ａ２条件②］80.0％）については反応率が80％以上であるが，伝えたい概念や動

きなどの視点をもって考えなければ捉えにくい内容（［３Ａ１条件③］18.0％，

［３Ａ２条件①］37.5％）については反応率が40％以下である。また，［３Ａ２

条件③］，［３Ａ２条件④］は，反応率がそれぞれ57.1％，62.4％である。これ

らの問題はいずれも形の特徴を捉える内容であるが，それに加えて，単純化する

ことや一体化することなどの条件が加わったため，正答の反応率が高くならなか

ったと考えられる。

＜表７ ［３Ａ１］の正答の反応率＞

問題番号 ［３Ａ１］の調査問題の〔共通事項〕との関連 解答類型 反応率（％）

３Ａ１条件① 形の特徴を捉えて構想しているもの
◎解答類型１

86.7
◎解答類型２

３Ａ１条件② 色彩のイメージを捉えて構想しているもの
◎解答類型１

84.9
◎解答類型２

３Ａ１条件③ 形で動きを捉えて構想しているもの ◎解答類型１ 18.0

＜表８ ［３Ａ２］の正答の反応率＞

問題番号 ［３Ａ２］の調査問題の〔共通事項〕との関連 解答類型 反応率（％）

３Ａ２条件① 概念などのイメージを形で捉えて構想しているもの ◎解答類型１ 37.5

３Ａ２条件② 色彩のイメージを捉えて構想しているもの ◎解答類型１ 80.0

３Ａ２条件③ 形の特徴を捉え，単純化して構想しているもの ◎解答類型１ 57.1

３Ａ２条件④ 形の特徴を捉え，一体化して構想しているもの ◎解答類型１ 62.4

○ 「色合いを統一して表現している」という特徴と「静けさを感じる」というイ

メージに当てはまる絵を選択する問題［３Ｂ１(1)花子さん］の通過率は81.3％

であり，色彩の造形的な特徴やもたらす感情の効果を捉えることについては，相

当数の生徒ができていると考えられる。

○ 「筆あとを残して表現している」という特徴と「動きを感じる」というイメー

ジに当てはまる絵を選択する問題［３Ｂ１(1)太郎さん］の通過率は67.0％であ

る。全体では，「筆あとを残して表現している」ことが読み取れている生徒は88.

0％であるが，そのうち，動きのイメージと結び付けて捉えられていない生徒が2

0.9％である。形については，筆あとなど視覚的に捉えやすい造形的な特徴は捉

えられているが，動きについては形の特徴からイメージを捉える必要があり，一

部課題があると考えられる。

○ 撮影した写真を基に「構図の工夫」や「背景をぼかす」などの変化を加えた４

枚の写真を鑑賞し，絵から感じた魅力及び写真を撮る際の表現の意図に合った写

真及び表し方の工夫を選択する問題［３Ｂ１(2)］では，反応率が高い順に見る

と，「高さ」を強調するために「見上げる構図」の工夫を加えた写真及びその説

明を選択できた生徒が71.4％，「深さ」を強調するために「見下ろす構図」の工

夫を加えた写真及びその説明を選択した生徒が59.4％，「距離感」を強調するた

めに「奥より手前をはっきりとさせる効果」の工夫を加えた写真及びその説明を

選択した生徒が54.0％である。高さのように視覚的に捉えやすい内容については，

相当数の生徒ができていると考えられる。一方，深さのように斜めに見下ろす要

素や距離感のような奥行きの要素が加わるものについては，平面である写真から

読み取るために必要な，形の特徴から対象やイメージを捉えることに一部課題が

あると考えられる。

○ バスケットボール部のマークをメモの内容に基づいて変更の前と後で比較し，

改善点を選択する問題［３Ｂ２(1)］の通過率は50.0％であり，イメージの変化

とその根拠となる形の変化を結び付けることにおいて形を感覚的に捉えた上で，

視点をもって分析的に捉えることに課題があると考えられる。

○ 伝えたい「バスケットボール部のイメージ」と，それに対する「形の工夫」，



- 中美10 -

「色の工夫」の内容から，適切なＴシャツのデザインを選択する問題［３Ｂ２(2)］

において，［３Ｂ２(2)太郎さん］，［３Ｂ２(2)花子さん］については，通過率が

それぞれ96.2％，93.7％であり，相当数の生徒ができていると考えられる。一方，

示されたバスケットボール部のＴシャツのデザインを鑑賞し，バスケットボール

部のイメージと，それを基にしたデザインの形と色彩の工夫を記述する問題［３

Ｂ２(3)］の通過率は77.9％であり，［３Ｂ２(2)］のそれぞれの通過率と比べて

15ポイント以上下回っている。これは問題の形式が，［３Ｂ２(2)太郎さん］，［３

Ｂ２(2)花子さん］のような選択問題ではなく，自分で視点をもって形や色彩の

造形的な特徴などを分析的に捉えた上で，根拠を明らかにして記述する内容であ

るためと考えられる。

○ 〔共通事項〕に示されている内容の視点を意識して対象やイメージを捉えたり，

分析的に捉えて根拠を明らかにしたりすることが求められる問題の中で，［３Ａ

２条件①］，［３Ａ２条件③］，［３Ｂ１(1)太郎さん］，［３Ｂ１(2)花子さん］の

４問の通過率はそれぞれ65.8％，57.1％，67.0％，59.4％であり，指導の一層の

充実が求められるとともに，［３Ａ１条件③］，［３Ｂ１(2)次郎さん］，［３Ｂ２

(1)］の３問の通過率はそれぞれ44.7％，54.0％，50.0％であり，〔共通事項〕

の視点を意識して発想や構想をしたり鑑賞したりすることに課題があると考えら

れる。

（イ）美術文化についての理解

○ 該当する14問のうち，課題があると考えられるものが８問（５％前後の調整

をした問題：３Ｂ４(4)花子さんを含む）である。（５％前後の調整をした問題

：３Ｂ４(3)Ｂは相当数の生徒ができていると考えられる問題に含まない）

○ 今回の学習指導要領の改訂では，教科の目標に「美術文化についての理解を深

め」を加える改善を行い，美術文化についての理解を深め，豊かな情操を養うこ

とを一層重視している。

○ 日本の美術作品から，描き方の特徴が共通している作品と共通する表現方法や

様式を選択させることで，日本の美術作品の多様な表現方法の特性などの理解に

ついて問う問題［３Ｂ４(1)］において，描き方の特徴が共通する作品を選択で

きた生徒は，［３Ｂ４(1)文子さん］（障壁画）61.2％，［３Ｂ４(1)太郎さん］（浮

世絵版画）62.9％，［３Ｂ４(1)次郎さん］（琳派）50.4％，［３Ｂ４(1)三郎さん］
りん

（水墨画）70.6％である。そのうち，表現方法や様式の名称も含めて正しく選択

できた生徒は，［３Ｂ４(1)文子さん］（障壁画）48.7％，［３Ｂ４(1)太郎さん］

（浮世絵版画）52.5％，［３Ｂ４(1)次郎さん］（琳派）30.4％，［３Ｂ４(1)三郎
りん

さん］（水墨画）60.5％であり，該当する４問のうち２問（［３Ｂ４(1)文子さん］，

［３Ｂ４(1)次郎さん］）に課題があると考えられる。これらのことから，日本

の美術作品から，絵の特色が共通する作品を選択することができている生徒にお

いても，日本の表現方法や様式に対する理解については，十分できていないと考

えられる。

○ 日本と西洋の美術作品を比較鑑賞して，遠近の表現方法の共通点を捉える問題

［３Ｂ４(2)Ⅰ］，［３Ｂ４(2)Ⅱ］の通過率はそれぞれ38.0％，45.7％であり，

遠近の表し方の特徴を捉え，相違点や共通点を見いだすことには，課題があると

考えられる。

○ 日本の浮世絵版画である人物画と西洋の油彩による人物画を比較鑑賞し，人物

の表し方の違いについて捉えて，語群の中から適切な表し方を選択する問題［３

Ｂ４(3)］において，［３Ｂ４(3)Ａ］で浮世絵版画である人物画の「人物の特徴」

を表現するための表し方の効果に正答である「単純化や強調」を選択した生徒は

63.5％である。また，［３Ｂ４(3)Ｂ］で油彩による人物画の「人物の立体感」

を表現するための表し方の効果に正答の「陰影」を選択した生徒は70.2％である。
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○ 日本と西洋の美術作品を比較鑑賞して，画面の中の特定の人物などを目立たせ

る表現の工夫を捉えて，語群の中から適切な表し方を選択する問題［３Ｂ４(4)］

において，［３Ｂ４(4)太郎さん］で，日本の美術作品の中で目立たせる表現の

工夫として，正答の「特徴のある姿勢や形で描くこと」及び「目立たせるものが

他のものと重ならないように描くこと」を選択している生徒は28.8％，［３Ｂ４

(4)花子さん］で，西洋の美術作品の中で目立たせる表現の工夫として，正答の

「光と影の効果を生かすこと」及び「手前に描くこと」を選択した生徒は53.0％

であり，それぞれに課題があると考えられる。

○ 日本の美術作品と諸外国の美術作品との相違と共通性に気付き，日本及び諸外

国のそれぞれの美術作品のよさや美しさなど感じ取り味わうことと関連する問題

［３Ｂ４(2)］，［３Ｂ４(3)］，［３Ｂ４(4)］において，該当する６問のうち，４

問（［３Ｂ４(2)Ⅰ］，［３Ｂ４(2)Ⅱ］，［３Ｂ４(4)太郎さん］，［３Ｂ４(4)花子さ

ん］）に課題があると考えられる。

○ 生徒質問紙調査の「美術の学習をすることで，日本と諸外国との文化の違いや

共通性が分かるようになると思いますか。」に対して，「そう思う」，「どちらか

といえばそう思う」という肯定的な回答の割合は73.3％である。一方，教師質問

紙調査の「日本と諸外国の美術や文化との相違と共通性に気付くこと」に対して，

「生徒が身に付けやすい」という回答の割合は50.8％である。これらのことから，

生徒質問紙調査と教師質問紙調査では22.5ポイントの差が見られ，指導の一層の

改善が求められる。

○ 提示された４点の日本の美術作品から，それぞれの作品について，余白から受

ける印象と余白の効果について適切なものを選択する問題［３Ｂ４(5)］におい

て，距離感や空間を表す効果に関する問題［３Ｂ４(5)⑤］，［３Ｂ４(5)う］の

通過率はそれぞれ45.9％，38.5％であり，課題があると考えられる。

○ 生徒質問紙調査の「美術を学習することで，日本の伝統的な美術や文化のよさ

や美しさが分かるようになると思いますか。」に対して，「そう思う」，「どちら

かといえばそう思う」という肯定的な回答の割合は80.7％である。一方，教師質

問紙調査の「日本の美術や伝統と文化に関して理解すること」に対して，「生徒

が身に付けやすい」という回答の割合は59.9％である。これらのことから，生徒

質問紙調査と教師質問紙調査では20.8ポイントの差が見られ，指導の一層の改善

が求められる。

○ 生徒質問紙調査の「日本の伝統的な美術作品に興味がありますか。」に対して，

「そう思う」，「どちらかといえばそう思う」という肯定的な回答の割合は51.4

％である。一方，教師質問紙調査の「日本の美術や伝統と文化に関して理解する

こと」に対して，「生徒が興味・関心をもちやすい」という回答の割合は64.6％

である。これらのことから，生徒質問紙調査と教師質問紙調査では13.2ポイント

の差が見られ，意識の差があることに課題があると考えられる。

③ 従来より課題と指摘される事項や，経年比較等の観点から把握・分析が必要な事項

等の実現状況，課題等

ア 生活の中の美術の働きについての理解

○ 該当する11問のうち，相当数の生徒ができていると考えれるものが４問（５

％前後の調整をした問題：３Ｂ３(1)花子さんは含まない），課題があると考え

られるものが３問である。

○ 平成20年１月の中央教育審議会の答申において示された，小学校，中学校及び

高等学校を通じる図画工作科，美術科，芸術科（美術，工芸）の改善の基本方針

に基づいた，中学校美術科の改善の具体的事項の中では，「生活や環境の中の造

形のよさや美しさなどを感じ取る学習や，自分の気持ちや伝えたい内容などを形

や色，材料などを生かして他者や社会に表現する学習を一層重視する。」ことが
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示されている。これらのことは中学校美術科において充実の必要性がある従来か

らの課題でもあることから，本調査では，従来より課題と指摘される事項として，

鑑賞における「生活の中の美術の働きについての理解」について分析を行ってい

る。

○ 和菓子の写真を鑑賞し，和菓子に取り入れられている自然の表現についてのメ

モから，該当する和菓子を選択する問題［３Ｂ３(1)］において，［３Ｂ３(1)太

郎さん］，［３Ｂ３(1)文子さん］の通過率はそれぞれ86.3％，80.8％であり，相

当数の生徒ができていると考えられる。一方，［３Ｂ３(1)次郎さん］の通過率

は48.5％であり，課題があると考えられる。

○ 和菓子に取り入れられた自然の表現で具象性の高いもの［３Ｂ３(1)太郎さ

ん］，［３Ｂ３(1)文子さん］については，相当数の生徒ができていると考えられ

るが，和菓子に取り入れられた自然の表現で抽象性の高いもの［３Ｂ３(1)次郎

さん］については，課題があると考えられることから，自然の形や色彩を具体的

に生かした表現や，自然の形や色彩の組合せの効果を捉えることについては，相

当数の生徒ができていると考えられるが，季節のイメージや自然と関連する抽象

性の高い表現を捉えることについては課題があると考えられる。

○ 和菓子の形や色彩から季節の情景のイメージを捉えて記述する問題［３Ｂ３

(2)］の通過率は46.2％，複数の自然のイメージから共通する情景の写真を選ぶ

問題［３Ｂ３(3)］の通過率は43.3％であり，共に課題があると考えられる。和

菓子に使われている形や色彩を単に感覚的に捉えるだけでなく，対象の形や色彩

などの特徴を分析的に捉えて根拠を明らかにする必要があるため，自然や身近な

環境に見られる様々な形や色彩の視点から対象を捉える必要がある。この二つの

問題から，自然や身近な環境に見られる様々な形や色彩の視点から対象を捉える

ことに課題があると考えられる。

○ 自然を素材や図柄，形として取り入れた生活の中の工芸品と他の工芸品を比較

し，自然のよさや美しさが具体的に生かされている点を記述する問題［３Ｂ３

(4)］と，和菓子と器の写真を鑑賞し，組み合わせた感じについて，季節感や造

形的な効果の視点で書かれたメモの内容から，適切な和菓子と器の組合せを選択

する問題［３Ｂ３(5)］において，［３Ｂ３(5)太郎さん］，［３Ｂ３(5)花子さん］

の通過率はそれぞれ89.5％，79.2％であり，共に相当数の生徒ができていると考

えられる。一方，自然を素材や装飾，形に取り入れた作品と他の作品を比較し，

自然のよさや美しさが具体的に生かされている点を記述する問題［３Ｂ３(4)

ア］，［３Ｂ３(4)イ］，［３Ｂ３(4)ウ］では，それぞれ35.6％，33.6％，30.3％

の生徒が，器などの生活の中の工芸作品に生かされている自然のよさや美しさに

対して述べられていないか，あるいは無解答である。

○ 生徒質問紙調査において，「美術の学習をすれば，ふだんの生活や社会に出て

役立つ」に対する回答の割合は，「そう思う」11.9％，「どちらかといえばそう

思う」27.9％，「どちらかといえばそう思わない」28.9％，「そう思わない」19.

5％，「分からない」11.5％である。また，「美術で学んだことを家庭や学校での

生活に生かしたいと思いますか。」に対する回答の割合は，「そう思う」18.9％，

「どちらかといえばそう思う」37.2％，「どちらかといえばそう思わない」27.2

％，「そう思わない」16.3％である。

「美術の学習をすれば，ふだんの生活や社会に出て役立つ」に対して，「そう

思う」，「どちらかといえばそう思う」という肯定的な回答をしている生徒の割

合は39.8％であることから，美術の学習と生活の中の美術の働きの理解など，ふ

だんの生活や社会と美術のつながりについて実感が持てていないことがうかがえ

る。
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（３）質問紙調査結果の概要

①生徒質問紙調査

○ 「美術の学習が好きだ」に対して，「そう思う」，「どちらかといえばそう思う」

という肯定的な回答の割合は70.9％，「どちらかといえばそう思わない」，「そう思

わない」という否定的な回答の割合は25.2％である。

○ 「美術の学習をすれば，ふだんの生活や社会に出て役立つ」に対して，「そう思

う」，「どちらかといえばそう思う」という肯定的な回答の割合は39.8％で，「美術

の学習が好きだ」に対して肯定的な回答の割合より30ポイント以上低い。７割以上

の生徒が美術の学習は好きかという質問に対して肯定的な回答をしているが，生活

の中の美術の働きの理解など普段の生活や社会と美術とのつながりについて実感が

持てていないことがうかがえる。

回答の割合（％）

生徒への質問
どちらかと どちらかと

そう思う いえばそう いえばそう そう思わない 分からない

思う 思わない

美術の学習が好きだ 36.6 34.3 14.9 10.3 3.8

美術の学習をすれば，ふだん
11.9 27.9 28.9 19.5 11.5

の生活や社会に出て役立つ

回答の割合（％）

分かることと

生徒への質問
よく分かる

だいたい 分からないこ 分からない ほとんど分

分かる とが半分くら ことが多い からない

いずつある

美術の授業がどの程度分かりますか

（描いたりつくったりすることや，鑑賞
24.2 42.7 23.5 5.8 2.8

したりすることができましたか。中学校

３年生の時のことを答えてください）

○ 表現の活動に関連する質問に対して，「できた」，「どちらかといえばできた」と

いう肯定的な回答の割合は，自分の表したいことを考えることに対しては80.3％，

表したいことに合わせて表現を工夫することに対しては74.4％である。また，ほか

の人のことを考えてどのようなデザインにするかいろいろ考えることに対しては6

4.9％であり，三つの質問の肯定的な回答の割合の中で一番低い。

表現の活動に関連する質問 肯定的（％）否定的（％）

作品を描くとき，自分の表したいことを考えること 80.3 18.2

作品を描くとき，表したいことに合わせて表現を工夫すること 74.4 24.0

作品を描くとき，他の人のことを考えてどのようなデザインにする
64.9 32.3

かいろいろ考えること

○ 鑑賞の活動に関連する質問に対して，「できた」，「どちらかといえばできた」と

いう肯定的な回答の割合は５割から７割である。その中では，美術文化の理解に関

連する「日本の伝統的な美術作品の時代的な大まかな流れを理解すること」及び「日

本と諸外国の美術作品などの共通点や相違点を理解すること」に対して，肯定的な

回答の割合が低い傾向が見られる。

鑑賞の活動に関連する質問 肯定的（％）否定的（％）

作品などを鑑賞するとき，作者が表したいことを，どのように工夫
62.5 34.7

して表現しているかを意識すること

デザインや工芸作品から，目的や機能，美しさなどを感じ取ること 67.6 29.1
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美術作品や生活の中の造形に取り入れられている自然のよさや美し
68.4 28.4

さを理解すること

日本の伝統的な美術作品のよさや美しさを理解すること 65.5 29.5

日本の伝統的な美術作品の時代的な大まかな流れを理解すること 54.0 38.8

日本と諸外国の美術作品などの共通点や相違点を理解すること 58.6 34.1

○ 生活と美術の関わりに関連する「ふだんの生活で，美術作品などを進んで見よう

としたり，鑑賞したりすることはありますか。」に対して，「ある」，「どちらかと

いえばある」という肯定的な回答の割合は33.6％である。また，「美術の学習をす

れば，ふだんの生活や社会に出て役立つ」に対して，「そう思う」，「どちらかとい

えばそう思う」という肯定的な回答の割合は39.8％である。生徒質問紙調査の全て

の質問の中で肯定的な回答の割合が40％より低いものはこの２問だけであり，生活

と美術との関わりに対する意識が低い傾向が見られる。

○ 新設された〔共通事項〕と関連する質問に対して，８割以上の生徒が，美術を学

習することにより「形や色彩などの性質や感情の効果を理解できるようになる」，

「イメージをとらえる力が付く」と回答している。

〔共通事項〕に関連する質問 肯定的（％）否定的（％）

美術を学習することで，形や色彩などの性質や感情の効果（色のも
83.9 15.8

つあたたかさなど）を理解できるようになると思いますか。

美術を学習することで，ものや風景などを見てそのイメージをとら
83.5 16.3

える力が付くと思いますか。

○ 作品を描くときや鑑賞するときに形や色彩の性質や感情の効果を意識することに

関連する質問に対して，「できた」，「どちらかといえばできた」という肯定的な回

答の割合は約７割である。また，単純な比較はできないが，この結果は，作品を描

くとき，鑑賞するときの双方において，「特定の課題に関する調査」（平成21年度）

において「そうしている」，「どちらかといえばそうしている」という肯定的な回

答の割合より高い。

生徒への質問 肯定的（％）否定的（％）

作品を描くとき，形や色彩の性質や感情の効果（色のもつあたたか
73.2 25.0

さなど）を意識すること

作品などを鑑賞するとき，形や色彩の性質や感情の効果（色のもつ
69.5 28.1

あたたかさなど）を意識すること

特定の課題に関する調査（平成21年度） 肯定的（％）否定的（％）

美術の授業で作品を描くとき，形や色などの柔らかさや温かさなど
71.7 27.8

を意識していますか

美術の授業で作品を鑑賞するとき，形や色などの柔らかさや温かさ
61.0 38.4

などを意識していますか

②教師質問紙調査

○ 表現や鑑賞の授業における指導の工夫に関連する質問に対して，「そうしてい

る」，「どちらかといえばそうしている」という肯定的な回答の割合は，以下の表

のとおりである。三つの質問の中で肯定的な回答の割合が一番低いのは「表現や鑑

賞の授業において，生徒が生活の中の美術の働きについての理解が深められるよう

な指導の工夫をしていますか。」である。

表現や鑑賞の授業における指導の工夫 肯定的（％）否定的（％）

表現や鑑賞の授業において，学習に対する生徒の興味や関心が高ま
96.6 3.4

るような題材の設定や指導の工夫をしていますか。
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表現や鑑賞の授業において，生徒が表したいものを見付けたり，自

分の中に新しい価値をつくりだしたりするなど，題材を自分のもの 85.3 14.7

として捉えて活動できるような指導の工夫をしていますか。

表現や鑑賞の授業において，生徒が生活の中の美術の働きについて
74.7 24.9

の理解が深められるような指導の工夫をしていますか。

○ 表現の授業と鑑賞の授業におけるそれぞれの指導の工夫に関連する質問に対し

て，「そうしている」，「どちらかといえばそうしている」という肯定的な回答の割

合を比べると，以下の表のように，全ての質問において，表現の授業における指導

の工夫より，鑑賞の授業における指導の工夫の方が低い。

表現の授業における指導の工夫 肯定的（％）否定的（％）

表現の授業において，生徒が自分の表現意図に合わせて表現方法を
97.9 2.1

工夫できるような指導の工夫をしていますか。

表現の授業において，生徒が制作の順序を考え，見通しをもって表
96.5 3.5

現できるような指導の工夫をしていますか。

表現の授業において，生徒が自ら生みだした主題を基に，表現の工
93.3 6.7

夫などを考えることができるような指導の工夫をしていますか。

表現の授業において，生徒が目的や機能を基に表現の工夫を考える
89.5 10.5

ことができるような指導の工夫をしていますか。

鑑賞の授業における指導の工夫 肯定的（％）否定的（％）

鑑賞の授業において，生徒が鑑賞が深められるように作品などに関
78.1 21.9

する基本的な知識も踏まえた指導の工夫をしていますか。

鑑賞の授業において，生徒が美術作品などのよさや美しさを感じ取
85.1 14.9

り味わうことができるような指導の工夫をしていますか。

鑑賞の授業において，生徒が日本の伝統的な美術や文化のよさや美
72.1 27.9

しさなどを感じ取ることができるような指導の工夫をしていますか。

○ 今回の改訂で新設した〔共通事項〕に関連する「表現や鑑賞の授業において，〔共

通事項〕を意識した授業を行っていますか。」に対して，「行っている」，「どちらか

といえば行っている」という肯定的な回答の割合は79.4％である。

鑑賞の授業における指導の工夫 肯定的（％）否定的（％）

表現や鑑賞の授業において，〔共通事項〕を意識した授業を行っていますか。 79.4 20.6

③生徒質問紙調査と教師質問紙調査との関係

○ 生徒質問紙調査での，美術の学習の内容に関連する質問に対する「できた」，「ど

ちらかといえばできた」という肯定的な回答の割合と，教師質問紙調査での，指

導の工夫に関連する質問に対する「そうしている（行っている）」，「どちらかとい

えばそうしている（どちらかといえば行っている）」という肯定的な回答の割合を

比べると，以下の表のように，生徒質問紙調査の方が肯定的な回答の割合は低い。

生徒への質問 肯定的（％） 教師への質問 肯定的（％）

作品を描くとき，自分の表したい
表現や鑑賞の授業において，生徒が表

ことを考えること
80.3 したいものを見付けたり，自分の中に

新しい価値をつくりだしたりするなど， 85.3

作品などのよさや美しさなどについて
72.2

題材を自分のものとして捉えて活動で

自分なりの見方や考え方をもつこと きるような指導の工夫をしていますか。

表現の授業において，生徒が自分の

作品を描くとき，表したいことに
74.4

表現意図に合わせて表現方法を工夫
97.9

合わせて表現を工夫すること できるような指導の工夫をしていま

すか。
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作品を描くとき，形や色彩の性質

や感情の効果（色のもつあたたか 73.2
表現や鑑賞の授業において，〔共

さなど）を意識すること
通事項〕を意識した授業を行って 79.4

作品などを鑑賞するとき，形や色
いますか。

彩の性質や感情の効果（色のもつ 69.5

あたたかさなど）を意識すること

日本の伝統的な美術作品のよさや
65.5

美しさを理解すること 鑑賞の授業において，生徒が日本の

日本の伝統的な美術作品の時代的
54.0

伝統的な美術や文化のよさや美しさ
72.1

な大まかな流れを理解すること などを感じ取ることができるような

日本と諸外国の美術作品などの共
58.6

指導の工夫をしていますか。

通点や相違点を理解すること

美術作品などを鑑賞をした学習で
表現と鑑賞を関連させた授業を行

学んだ事を，自分の描いたりつく 67.7
っていますか。

84.9

ったりする表現に生かすこと

○ 生徒質問紙調査と教師質問紙調査において，言語活動の充実に関連する質問を以

下の表のように比較すると，アイデアスケッチなど絵や図に表すことや言葉や文章

を書くことでは，生徒質問紙調査における「そう思う」，「どちらかといえばそう

思う」という肯定的な回答の割合が低い。話し合う活動や批評し合う活動では，生

徒質問紙調査における「そう思う」，「どちらかといえばそう思う」という肯定的

な回答の割合が高い。

生徒への質問 教師への質問

表現（鑑賞）の授業において，発想や構想の能

力（鑑賞の能力）を高めるために，言語活動を

意識してどのようなことを取り入れていますか。

肯定的
発想や構想の能力

反応率
鑑賞の能力

反応率

（％） （％） （％）

美術の授業で，自分の思いや考えた
アイデアスケッ

ことを広げたり深めたりするとき
75.5 チなど絵や図で 94.3

に，アイデアスケッチなど絵や図で
表すこと

描くことは役立つと思いますか。

美術の授業で，自分の思いや考えたことを

広げたり深めたりするときに，言葉や文章 69.2
言葉や文章で表

77.2
言 葉 や 文 章

89.6

を書くことは役立つと思いますか。
すこと で表すこと

美術の授業で，自分の思いや考えたことを 自分の価値意

広げたり深めたりするときに，他の人と交 73.9
話し合う活動な

37.6 識をもって批 37.5

流することは役立つと思いますか。
どをすること

評し合うこと

④生徒質問紙調査とペーパーテスト調査との関係

○ 生徒質問紙調査において，新設した〔共通事項〕に関連する「美術を学習するこ

とで，形や色彩などの性質や感情の効果（色のもつあたたかさなど）を理解できる

ようになると思いますか」に対して，「そう思う」，「どちらかといえばそう思う」

という肯定的な回答をしている生徒は，「そう思わない」，「どちらかといえばそう思

わない」という否定的な回答をしている生徒と比べて，発想や構想の能力を調査する調

査Ａ，鑑賞の能力を調査する調査Ｂのそれぞれの平均正答率が，10ポイント以上高い。

生徒への質問 調査Ａ平均正答率（％） 調査Ｂ平均正答率（％）

美術を学習することで，形や色 肯定的な回答をしている
73.1 63.7

彩などの性質や感情の効果（色 生徒の割合

のもつあたたかさなど）を理解 否定的な回答をしている
62.7 52.6

できるようになると思いますか。生徒の割合
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２．今回の調査結果を踏まえた指導上の改善点

（１）発想や構想の能力の育成のための指導の充実

○ 感じ取ったことや考えたこと，目的や条件，機能などを基に，表したいことの中心

となる考えやテーマを創出し，〔共通事項〕に示されている形や色彩などの性質や感

情などの視点をもって発想や構想をすることや，形や色彩などの特徴などから全体の

イメージを捉えて発想や構想をすることができるよう指導を充実する。

・ 生徒一人一人が自己の感じ取ったことや考えたこと，目的や条件，機能などを基

に，表したいことの中心となる考えやテーマを創出し，発想や構想をすることがで

きるよう指導を工夫する。

・ 感覚的に思い付いたことだけでなく，〔共通事項〕に示されている，形や色彩な

どの性質や，それらがもたらす感情などの造形的な特徴に対する視点をもたせ，形

や色彩を効果的に生かして発想や構想をすることができるよう指導を工夫する。

・ 生徒一人一人が感性や想像力を働かせて，多様な視点から形や色彩などを捉えた

り，形や色彩などの特徴から全体のイメージを捉えて発想や構想をすることができ

るよう指導を工夫する。

・ 主題を基に，単純化や省略，強調などを総合的に考えて構成を工夫して表現する

ことや，目的や条件，機能などを基に，形や色彩などの性質やそれらがもたらす感

情などを理解した上で，複数の要素を総合的に考えて構想することなどを重視し，

指導を工夫する。

○ 表現と鑑賞の関連を図り，表現の能力と鑑賞の能力が総合的に作用し合い，それぞ

れを高めるような指導や指導計画の作成を工夫する。

・ 発想や構想の能力を高めるために，形や色彩，イメージなど〔共通事項〕を視点

に，育成しようとする発想や構想の能力を明確にし，表現の活動と鑑賞の活動の相

互の関連を十分に図り，表現の能力と鑑賞の能力が総合的に作用し合い，それぞれ

を高めるような指導や指導計画を工夫する。

（２）鑑賞の能力の育成のための指導の充実

○ 造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫，目的や機能との

調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り見方を深める指導を充実する。

・ 造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫，目的や機能と

の調和の取れた洗練された美しさなどを豊かに感じ取り，見方を深めるために，生

徒自らが〔共通事項〕に視点を当て，形や色彩の特徴などを基に，対象のイメージ

を捉えて鑑賞を深められるよう指導を工夫する。

・ 多様な表現方法に触れ，形や色彩などの性質やそれらがもたらす感情や効果を感

じ取りながら自分なりの見方や感じ方を深めることができるよう指導を工夫する。

・ 作品などの形や色彩などの特徴から，対象を分析的に捉えることや，自分の価値

意識を持って考えの根拠を明らかにして述べたり批評し合ったりする活動を充実さ

せる。

○ 表現と鑑賞の関連を図り，表現の能力と鑑賞の能力が総合的に作用し合い，それぞ

れを高めるような指導や指導計画の作成を工夫する。

・ 鑑賞の能力を高めるために，形や色彩，イメージなど〔共通事項〕を視点に，育

成しようとする鑑賞の能力を明確にし，表現の活動と鑑賞の活動の相互の関連を十

分に図り，表現の能力と鑑賞の能力が総合的に作用し合い，それぞれを高めるよう

な指導や指導計画を工夫する。
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（３）〔共通事項〕を位置付けた指導の充実

○ 〔共通事項〕の視点で指導を見直し学習過程を工夫することや，表現及び鑑賞の活

動において生徒自らが必要性を感じて〔共通事項〕の視点を意識し，形や色彩などに

対する豊かな感覚を働かせて表現及び鑑賞の学習に取り組むことができるような指導

を充実する。

・ 表現及び鑑賞の学習において具体的な学習活動を想定し，〔共通事項〕に示して

いる「形や色彩，材料，光などの性質や，それらがもたらす感情を理解すること」

や，「形や色彩の特徴などを基に，対象のイメージをとらえること」をどの場面で

指導するのか明確にし，表現及び鑑賞の各活動に適切に位置付け，指導計画を作成

することや，〔共通事項〕の視点で指導を見直し，学習活動を工夫する。

・ 表現及び鑑賞の学習における発想や構想をする場面，創造的な技能を働かせる場

面，鑑賞の能力を働かせる場面のそれぞれにおいて，生徒自らが〔共通事項〕に示

されている形や色彩などの性質や感情に意識を向け，形や色彩などの特徴から対象

のイメージを捉えることができるよう〔共通事項〕の視点で指導を見直し，学習活

動を工夫する。

・ 形や色彩，イメージなどの〔共通事項〕を視点に，発想や構想の能力や鑑賞の能

力を具体的に育成するような言語活動を充実させる。

（４）美術文化についての理解を深めるための指導の充実

○ 美術文化についての学習を通して，美術や伝統と文化に対する理解と愛情を深め，

美術文化の継承と創造への関心を高める指導を充実する。

・ 日本の美術の特徴や多様な表現方法を捉えたり，そのよさを味わったりして，日

本の美術や伝統と文化に対する理解などが深まるよう指導を工夫する。

・ 日本と諸外国の美術や文化の相違と共通性に気付き，それぞれのよさや美しさな

どを感じ取り味わうことができるよう指導を工夫する。

（５）生活の中の美術の働きの理解を深めるための指導の充実

○ 生活や身の回りの環境を美しさや自然との調和の視点から捉え，生活を心豊かにす

る造形や美術の働きについて理解を深める指導を充実する。

・ 自然や身近な環境の中に見られる様々な造形における形や色彩などの要素に着目

し，それらのよさや美しさなどを，実感を伴いながら感じ取り味わうことができる

よう指導を工夫する。

・ 自然と人間との関わりなど，様々な観点から造形的な美しさなどを感じ取り，生

活の中の造形や作品などに自然がどのように表現されたり生かされたりしているか

について理解を深めるよう指導を工夫する。
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３．問題例と解答類型

３Ａ１

Ａ 表現 （１）感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想

イ 主題などを基に想像力を働かせ，単純化や省略，強調，材料の組合せなどを考え，

創造的な構成を工夫し，心豊かな表現の構想を練ること。

〔共通事項〕（１）

ア 形や色彩，材料，光などの性質や，それらがもたらす感情を理解すること。

イ 形や色彩の特徴などを基に，対象のイメージをとらえること。
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問題 解 答 類 型 類型 反応率

番号 番号 （％）

絵 文章

１ 条 靴などの履物の特徴を生き物の形に生かす

件 観点から記述されているもの

① 靴などの履物の形や靴ひもなど

の特徴が，生き物の形に効果的 記述はあるが，問われた内容に合っていな ◎１ 42.0

に生かされているもの いもの

記述がないもの

靴などの履物の特徴を生き物の形に生かす

観点から記述されているもの

靴などの履物の形や靴ひもなど

の特徴が，生き物の形に生かさ 記述はあるが，問われた内容に合っていな ◎２ 44.7

れているもの いもの

記述がないもの

靴などの履物の特徴を生き物の形に生かす

ために工夫した点について説明した記述と ○３ 3.5

照合すると，そのことが理解できるもの

靴などの履物の形や靴ひもなど 靴などの履物の特徴を新しい生き物の形に

の特徴が，生き物の形に生かさ 生かす観点から記述されているが，絵から ４ 1.7

れていることが読み取れないも そのことが理解できないもの

の

記述はあるが，問われた内容に合っていな

いもの
５ 3.9

記述がないもの

靴などの履物の特徴を新しい生き物の形に
６ 0.0

生かす観点から記述されているもの

絵が描かれていないもの

記述はあるが，問われた内容に合っていな
７ 0.0

いもの

上記以外の解答（絵を描くところに文字のみを書き，記述は空欄など） ９ 1.4

無解答 ０ 2.7

通過率：90.1％（◎：正答，○：準正答）
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問題
解 答 類 型

類型 反応率

番号 番号 （％）
絵 文章

１ 条 「明るく元気な感じ」を色で表現する観点

件
明るい色やアクセントのある色

から記述されているもの

②
の組合せなど，一般的に明るく

元気な感じがする色や色の組合
記述はあるが，問われた内容に合っていな ◎１ 76.2

せで全体が描かれているもの
いもの

記述がないもの

「明るく元気な感じ」を色で表現する観点

から記述されており，記述と照合するとそ ◎２ 8.7

のことが理解できるもの

焦げ茶や黒，灰色など，一見， 「明るく元気な感じ」を色で表現する観点

明るく元気な感じが読み取れな から記述されているが，絵からそのことが ３ 4.4

い色や色の組合せで全体が描か 理解できないもの

れているもの

記述はあるが，問われた内容に合っていな

いもの
４ 5.9

記述がないもの

「明るく元気な感じ」を色で表現する観点
５ 0.3

から記述されているもの

色が塗られていないもの

記述はあるが，問われた内容に合っていな
６ 1.8

いもの

上記以外の解答（絵を描くところに文字のみを書き，記述は空欄など） ９ 0.1

無解答 ０ 2.7

通過率84.9％（◎：正答）
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解 答 類 型

問題 番号 反応率

絵 文章 （％）

１ 条 「走っている様子」を強調して表現する観

件 点から記述されているもの

③
形に「走っている様子」が強調

されて表現されているもの
記述はあるが，問われた内容に合っていな ◎１ 18.0

いもの

記述がないもの

「走っている様子」を強調して表現する観

形からは「走っている様子」が 点から記述されているもの

強調されている感じが読み取り

にくいが，上下の動きをする「効 記述はあるが，問われた内容に合っていな ○２ 13.9

果線」などにより感じが表現さ いもの

れているもの

記述がないもの

「走っている様子」を強調して表現する観

点から記述されており，記述と照合すると ○３ 12.8

絵の内容が理解できるもの

「走っている様子」を強調して表現する観
形からは「走っている様子」が

点から記述されているが，絵からその内容 ４ 22.5
強調されているとは読み取れな

が理解できないもの
いもの

記述はあるが，問われた内容に合っていな
５ 29.9

いもの

記述がないもの ６ 0.0

「走っている様子」を強調して表現する観
７ 0.1

点から記述されているもの

絵が描かれていないもの

記述はあるが，問われた内容に合っていな
８ 0.0

いもの

上記以外の解答（絵を描くところに文字のみを書き，記述は空欄など） ９ 0.1

無解答 ０ 2.7

通過率：44.7％（◎：正答，○：準正答）



- 中美25 -

３Ｂ２(1)(2)(3)

Ｂ 鑑賞 （１）

ア 造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫，目的や機能と

の調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り見方を深め，作品などに対する自

分の価値意識をもって批評し合うなどして，美意識を高め幅広く味わうこと。

〔共通事項〕(1)

ア 形や色彩，材料，光などの性質や，それらがもたらす感情を理解すること。

イ 形や色彩の特徴などを基に，対象のイメージをとらえること。
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問題
解 答 類 型

類型 反応率

番号 番号 （％）

２ (1) 「Ｂ」，「Ｃ」，「Ａ」と解答しているもの ◎１ 50.0

「Ｂ」，「Ａ」，「Ｃ」と解答しているもの ２ 4.6

「Ａ」，「Ｃ」，「Ｂ」と解答しているもの ３ 16.9

「Ｃ」，「Ｂ」，「Ａ」と解答しているもの ４ 3.2

「Ａ」，「Ｂ」，「Ｃ」と解答しているもの ５ 4.1

「Ｃ」，「Ａ」，「Ｂ」と解答しているもの ６ 1.4

「ア」を「Ｂ」と記述し，「イ」，「ウ」一方，若しくは両方の記述 ７ 0.0

がないもの

「イ」を「Ｃ」と記述し，「ア」，「ウ」一方，若しくは両方の記述 ８ 0.0

がないもの

「ウ」を「Ａ」と記述し，「ア」，「イ」一方，若しくは両方の記述 Ａ 0.0

がないもの

上記以外の解答 ９ 18.1

無解答 ０ 1.7

通過率：50.0％（◎：正答）
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問題
解 答 類 型

類型 反応率

番号 番号 （％）

２ (2) 太 ② と解答しているもの ◎１ 96.2

郎

さ ① と解答しているもの ２ 0.6

ん

③ と解答しているもの ３ 0.2

④ と解答しているもの ４ 0.3

⑤ と解答しているもの ５ 0.5

⑥ と解答しているもの ６ 0.1

上記以外の解答 ９ 0.3

無解答 ０ 1.8

通過率：96.2％（◎：正答）

問題
解 答 類 型

類型 反応率

番号 番号 （％）

２ (2) 花 ⑥ と解答しているもの ◎１ 93.7

子

さ ① と解答しているもの ２ 0.2

ん

② と解答しているもの ３ 0.3

③ と解答しているもの ４ 1.9

④ と解答しているもの ５ 0.4

⑤ と解答しているもの ６ 1.2

上記以外の解答 ９ 0.4

無解答 ０ 1.8

通過率：93.7％（◎：正答）
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問題
解 答 類 型

類型 反応率

番号 番号 （％）

２ (3) バスケットボール部のイメージと，それを基にした形や色の工夫

について，次のとおり記述しているもの

・イメージ：「力強い」「激しい」「熱血」など，Ｔシャツのデザイ
◎１ 58.5

ンから伝わる妥当なイメージを記述

・形の工夫：形についての妥当な根拠を記述している

・色の工夫：色についての妥当な根拠を記述している

バスケットボール部のイメージと，それを基にした形や色の工夫

について，次のとおり記述しているもの

・イメージ：「力強い」「激しい」「熱血」など，Ｔシャツのデザイ
○２ 7.3

ンから伝わる妥当なイメージを記述

・形の工夫：形についての妥当な根拠を記述している

・色の工夫：色についての根拠が十分でない

バスケットボール部のイメージと，それを基にした形や色の工夫

について，次のとおり記述しているもの

・イメージ：「力強い」「激しい」「熱血」など，Ｔシャツのデザイ
○３ 12.1

ンから伝わる妥当なイメージを記述

・形の工夫：形についての根拠が十分でない

・色の工夫：色についての妥当な根拠を記述している

バスケットボール部のイメージと，それを基にした形や色の工夫

について，次のとおり記述しているもの

・イメージ：「力強い」「激しい」「熱血」など，Ｔシャツのデザイ
４ 5.6

ンから伝わる妥当なイメージを記述

・形の工夫：形についての根拠が十分でない

・色の工夫：色についての根拠が十分でない

バスケットボール部のイメージと，それを基にした形や色の工夫

について，次のとおり記述しているもの

・イメージ：Ｔシャツのデザインから感じたバスケットボール部

のイメージの記述をしているが，一般的に感じるイ ５ 2.9

メージではなく，妥当とは言えない

・形の工夫：形についての妥当な根拠を記述している

・色の工夫：色についての妥当な根拠を記述している

バスケットボール部のイメージと，それを基にした形や色の工夫

について，次のとおり記述しているもの

・イメージ：Ｔシャツのデザインから感じたバスケットボール部

のイメージの記述をしているが，一般的に感じるイ ６ 1.2

メージではなく，妥当とは言えない

・形の工夫：形についての妥当な根拠を記述している

・色の工夫：色についての根拠が十分でない

バスケットボール部のイメージと，それを基にした形や色の工夫
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について，次のとおり記述しているもの

・イメージ：Ｔシャツのデザインから感じたバスケットボール部

のイメージの記述をしているが，一般的に感じるイ ７ 2.3

メージではなく，妥当とは言えない

・形の工夫：形についての根拠が十分でない

・色の工夫：色についての妥当な根拠を記述している

バスケットボール部のイメージと，それを基にした形や色の工夫

について，次のとおり記述しているもの

・イメージ：Ｔシャツのデザインから感じたバスケットボール部

のイメージの記述をしているが，一般的に感じるイ ８ 2.0

メージではなく，妥当とは言えない

・形の工夫：形についての根拠が十分でない

・色の工夫：色についての根拠が十分でない

上記以外の解答 ９ 1.7

無解答 ０ 6.5

通過率：77.9％（◎：正答，○：準正答）



大
問

中
問

小
問

1 2 3 4
記
述
式

選
択
式

そ
の
他

3 Ａ 1
条件
①

示された条件を基に，形や色彩の効果を生かして空
想の生き物を発想や構想することができるか問う。

①ア（ア）
②ア（ア）

２Ａ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 90.1 Ⅱ

3 Ａ 1
条件
②

示された条件を基に，形や色彩の効果を生かして空
想の生き物を発想や構想することができるか問う。

①ア（ア）
②ア（ア）

２Ａ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 84.9 Ⅱ

3 Ａ 1
条件
③

示された条件を基に，形や色彩の効果を生かして空
想の生き物を発想や構想することができるか問う。

①ア（ア）
②ア（ア）

２Ａ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 44.7 Ⅱ

3 Ａ 2
条件
①

示された伝達のデザインについての要素や条件を基
に，形による伝達効果や分かりやすさを考えて発想
や構想することができるかを問う。

①ア（ア）
②ア（ア）

２Ａ(2)イ
２〔共通事項〕

○ □ 65.8 Ⅱ

3 Ａ 2
条件
②

示された伝達のデザインについての要素や条件を基
に，形による伝達効果や分かりやすさを考えて発想
や構想することができるかを問う。

①ア（ア）
②ア（ア）

２Ａ(2)イ
２〔共通事項〕

○ □ 85.1 Ⅱ

3 Ａ 2
条件
③

示された伝達のデザインについての要素や条件を基
に，形による伝達効果や分かりやすさを考えて発想
や構想することができるかを問う。

①ア（ア）
②ア（ア）

２Ａ(2)イ
２〔共通事項〕

○ □ 57.1 Ⅱ

3 Ａ 2
条件
④

示された伝達のデザインについての要素や条件を基
に，形による伝達効果や分かりやすさを考えて発想
や構想することができるかを問う。

①ア（ア）
②ア（ア）

２Ａ(2)イ
２〔共通事項〕

○ □ 72.6 Ⅱ

3 Ｂ 1 (1)
太郎
さん

美術作品の共通する表現の特徴やイメージを捉える
ことができるかを問う。

①ア（イ）
②ア（ア）

２Ｂ(1)ア
２〔共通事項〕

○ ○ 67.0 Ⅱ

3 Ｂ 1 (1)
花子
さん

美術作品の共通する表現の特徴やイメージを捉える
ことができるかを問う。

①ア（イ）
②ア（ア）

２Ｂ(1)ア
２〔共通事項〕

○ ○ 81.3 Ⅱ

3 Ｂ 1 (2)
太郎
さん

美術作品などの表現意図と表し方の工夫について問
う。

①ア（イ）
②ア（ア）

２Ｂ(1)ア
２〔共通事項〕

○ ○ 71.4 Ⅱ

3 Ｂ 1 (2)
花子
さん

美術作品などの表現意図と表し方の工夫について問
う。

①ア（イ）
②ア（ア）

２Ｂ(1)ア
２〔共通事項〕

○ ○ 59.4 Ⅱ

3 Ｂ 1 (2)
次郎
さん

美術作品などの表現意図と表し方の工夫について問
う。

①ア（イ）
②ア（ア）

２Ｂ(1)ア
２〔共通事項〕

○ ○ 54.0 Ⅱ ○

3 Ｂ 2 (1) デザインにおける図柄や構成の工夫について問う。
①ア（イ）
②ア（ア）

２Ｂ(1)ア
２〔共通事項〕

○ ○ 50.0 Ⅱ ○

3 Ｂ 2 (2)
太郎
さん

デザインにおける表現のイメージの把握と形や色彩
の工夫について問う。

①ア（イ）
②ア（ア）

２Ｂ(1)ア
２〔共通事項〕

○ ○ 96.2 Ⅱ

3 Ｂ 2 (2)
花子
さん

デザインにおける表現のイメージの把握と形や色彩
の工夫について問う。

①ア（イ）
②ア（ア）

２Ｂ(1)ア
２〔共通事項〕

○ ○ 93.7 Ⅱ

3 Ｂ 2 (3)
デザインにおける表現のイメージの把握と形や色彩
の工夫について問う。

①ア（イ）
②ア（ア）

２Ｂ(1)ア
２〔共通事項〕

○ ○ 77.9 Ⅱ

3 Ｂ 3 (1)
太郎
さん

和菓子に見られる表現における，形や色彩による自
然のよさや美しさの生かし方などについて問う。

①ア（イ）
③ア

２Ｂ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 86.3 Ⅱ

3 Ｂ 3 (1)
花子
さん

和菓子に見られる表現における，形や色彩による自
然のよさや美しさの生かし方などについて問う。

①ア（イ）
③ア

２Ｂ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 73.5 Ⅱ ○

3 Ｂ 3 (1)
次郎
さん

和菓子に見られる表現における，形や色彩による自
然のよさや美しさの生かし方などについて問う。

①ア（イ）
③ア

２Ｂ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 48.5 Ⅱ

3 Ｂ 3 (1)
文子
さん

和菓子に見られる表現における，形や色彩による自
然のよさや美しさの生かし方などについて問う。

①ア（イ）
③ア

２Ｂ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 80.8 Ⅱ

3 Ｂ 3 (2)
和菓子に見られる表現における，形や色彩による自
然のよさや美しさの生かし方などについて問う。

①ア（イ）
③ア

２Ｂ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 46.2 Ⅱ

問題
区分

評価
の±
５％
適用

出題形式

通過率
（％）

学
年

冊
子

出題のねらい
学習指導要領

該当項目

評価の観点
ペーパーテス
ト調査結果の
主な観点（主
な特色の該当
番号）

問題番号

評価の観点

１ 美術への関心・意欲・態度

２ 発想や構想の能力

３ 創造的な技能

４ 鑑賞の能力

４．総括表

- 中美35 -



大
問

中
問

小
問

1 2 3 4
記
述
式

選
択
式

そ
の
他

問題
区分

評価
の±
５％
適用

出題形式

通過率
（％）

学
年

冊
子

出題のねらい
学習指導要領

該当項目

評価の観点
ペーパーテス
ト調査結果の
主な観点（主
な特色の該当
番号）

問題番号

3 Ｂ 3 (3)
和菓子に見られる表現における，形や色彩による自
然のよさや美しさの生かし方などについて問う。

①ア（イ）
③ア

２Ｂ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 43.3 Ⅱ

3 Ｂ 3 (4)
アの
器

生活の中の工芸品などの形や色彩による自然のよさ
や美しさの生かし方などについて問う。

①ア（イ）
③ア

２Ｂ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 64.4 Ⅱ

3 Ｂ 3 (4)
イの
器

生活の中の工芸品などの形や色彩による自然のよさ
や美しさの生かし方などについて問う。

①ア（イ）
③ア

２Ｂ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 66.4 Ⅱ

3 Ｂ 3 (4)
ウの
器

生活の中の工芸品などの形や色彩による自然のよさ
や美しさの生かし方などについて問う。

①ア（イ）
③ア

２Ｂ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 69.7 Ⅱ

3 Ｂ 3 (5)
太郎
さん

生活の中の工芸品などの形や色彩による自然のよさ
や美しさの生かし方などについて問う。

①ア（イ）
③ア

２Ｂ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 89.5 Ⅱ

3 Ｂ 3 (5)
花子
さん

生活の中の工芸品などの形や色彩による自然のよさ
や美しさの生かし方などについて問う。

①ア（イ）
③ア

２Ｂ(1)イ
２〔共通事項〕

○ ○ 79.2 Ⅱ

3 Ｂ 4 (1)
文子
さん

日本の美術の作品の多様な表現方法の特性などにつ
いて問う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 48.7 Ⅱ

3 Ｂ 4 (1)
太郎
さん

日本の美術の作品の多様な表現方法の特性などにつ
いて問う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 52.5 Ⅱ

3 Ｂ 4 (1)
次郎
さん

日本の美術の作品の多様な表現方法の特性などにつ
いて理解できるかを問う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 30.4 Ⅱ

3 Ｂ 4 (1)
三郎
さん

日本の美術の作品の多様な表現方法の特性などにつ
いて理解できるかを問う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 60.5 Ⅱ

3 Ｂ 4 (2) Ⅰ
日本及び諸外国の作品の遠近の表し方の共通点につ
いて問う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 38.0 Ⅱ

3 Ｂ 4 (2) Ⅱ
日本及び諸外国の作品の遠近の表し方の共通点につ
いて問う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 45.7 Ⅱ

3 Ｂ 4 (3) Ａ
日本及び諸外国の作品の表現方法の相違点について
問う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 63.5 Ⅱ

3 Ｂ 4 (3) Ｂ
日本及び諸外国の作品の表現方法の相違点について
問う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 70.2 Ⅱ ○

3 Ｂ 4 (4)
太郎
さん

日本及び諸外国の作品の多様な表現方法について問
う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 28.8 Ⅱ

3 Ｂ 4 (4)
花子
さん

日本及び諸外国の作品の多様な表現方法について問
う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 53.0 Ⅱ ○

3 Ｂ 4 (5) ⑤
日本の美術の作品の多様な表現方法の特性などにつ
いて問う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 45.9 Ⅱ

3 Ｂ 4 (5) あ
日本の美術の作品の多様な表現方法の特性などにつ
いて問う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 67.4 Ⅱ

3 Ｂ 4 (5) い
日本の美術の作品の多様な表現方法の特性などにつ
いて問う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 53.9 Ⅱ

3 Ｂ 4 (5) う
日本の美術の作品の多様な表現方法の特性などにつ
いて問う。

①ア（イ）
②ア（イ）

２Ｂ(1)ウ
２〔共通事項〕

○ ○ 38.5 Ⅱ

※ 出題形式のその他の欄にある□については，「短答式」を示している。
(注)［３A１］の小問の欄の「条件①，②，③」の番号は，調査票内では記載されていない便宜上の番号である。
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